
 

豊橋市図書館「知の伝道師」に学ぶ 

 超早期化！就活との向き合い方 
 

■日時 令和６年 11月 24日（日）13時から 14時 30分 

■場所 中央図書館 3階会議室 

■豊橋市図書館「知の伝道師」 №30．森 賢司 さん 

■内容 企業が早期に内定を出す傾向が強まり超早期化が進む「就活」に向き合うコツを学

ぶ講座を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                    

県内の大学を中心にキャリア支援を行う人事コンサルタントによる講座でした。２名の大学生の

参加で、当初予定していたグループワーク中心の内容を一部変更して情報をお届けしました。 

就活を機会に、幅広く情報を収集して考えること 

を伝えたいと森さん。就活とはどのようなもの

か、知識を持っていない学生さんがリラックス

して聴けるように、飴を持参してくれました。 

という感想がありました。ミスマ

ッチによる転職を防ぐためにも、

今回のような学生さんの知識を

増やす機会が大事ですね。 

就職の際に視野を広げることができた 

 

朗らかな雰囲気で質問も 

しやすかった 

 

講座の前半は、ホワイトボードやスライド資料を駆使して、

就活の現状やインターンシップについて解説しました。初め

てかつ短い期間で大事な選択をするために、キャリアセ

ンターを活用したり、学生時代に力を入れて取り組んだこと

（＝ガクチカ）を深めることの重要性をお伝えしました。 

 後半は、講師が用意したワークシートを使って、自分なりに

「入りたい会社の条件」「入社前に安心して長く働けるように

知りたいこと」を書き出すワークを行いました。安心して長く

働くためにも、賃金や休み、転勤など聞きにくいことも含めて

「企業を知るための質問」を森さんと参加者の対話で深め

ていきました。 

 

 

 

 参加者からは、 


